
禦こう
発行‥江府町役場　孟呂……；4号75謂莞目撃監禁…吉㌘吉話誓言…≡　編集‥総務課　印刷＝富士印刷

占　★

耶
貼
江
府
町
女
葦
の
食

⊥
父
－
貞
賓
▲
王
事
丁
故
ぽ
・
γ

安全運転で
事故日事故●●●

～無事故を願って「事故無し・事故防止作戦」～

まちのうごき
（平成3年9月末）

前月比

世帯数　1，212　（－1）
人　口　4，648人（＋4）
（男）　2，244人（±0）
（女）　2，404人（＋4）

Soumu
楕円

Soumu
四角形



壷
戯
巌
酎
暴

九
月
十
三
日
、
数
え
年
九
十
二

歳
以
仁
の
高
齢
者
の
‖
宅
を
福
川

町
長
が
訪
問
し
て
、
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
九
日
十
正
目
の
敬
老

の
日
に
あ
わ
せ
て
、
今
年
新
た
に

十
名
を
加
え
た
二
1
．
九
名
の
高
齢

者
の
方
を
顕
彰
し
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
方
に
は
記
念
日
W
と
そ

の
日
録
を
贈
り
長
寿
を
祝
う
と
と

も
に
、
ご
家
族
に
は
高
齢
者
介
護

咋
手
当
金
を
支
給
し
、
感
謝
状
を

贈
っ
て
そ
の
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

ま
た
、
数
え
年
七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
八
四
七
人
に
記
念
日
冊
を

贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

第248号

被
顕
彰
者
の

み
な
さ
ん

青
l
原
由
兄
・
ま
つ
更
九
十
七
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
月
生

（
新
見
　
昭
三
㌦
　
母
）

宮
市
原
　
松
本
　
栄
作
三
九
十
七
壁

明
治
二
十
八
年
十
月
九
日
生

（
松
本
　
賛
バ
　
父
一

久
　
通
　
水
ド
す
み
よ
定
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
生

（
水
ド
　
博
バ
毎
）

本
町
川
　
住
‖
ひ
さ
よ
三
九
土
ハ
歳
〉

明
治
二
卜
九
年
五
月
十
六
日
生

〈
住
田
実
習
恵
バ
　
母
一

池
の
内
　
加
藤
診
か
よ
三
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
‥
月
一
日
生

（
加
藤
美
和
子
㌦
義
母
一

新
町
二
　
手
畠
　
沼
十
三
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
年
五
月
二
十
日
生

（
手
島
　
重
敬
バ
　
母
一

宮
　
車
　
長
岡
も
と
よ
さ
パ
（
九
十
五
歳
）

明
埼
二
十
年
十
三
月
十
六
日
生

（
長
岡
　
誠
バ
阻
母
）

御
　
机
　
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
㌔
　
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
あ
さ
の
㍉
完
十
四
聾

明
治
三
十
一
年
六
旦
ハ
日
生

（
小
椋
　
博
㌔
、
母
）

柵
　
原
　
奥
田
を
た
ね
㌔
（
九
十
四
歳
一

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
生

（
奥
田
　
薫
㌔
．
母
一

美
　
用
　
川
上
　
り
つ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
一
年
七
月
五
日
生

｛
川
上
　
金
子
㌔
者
母
一

下
蚊
屋
．
筒
井
理
三
郎
㌔
（
九
十
四
歳
〉

明
治
三
十
一
年
十
月
十
九
日
生

〈
筒
井
　
厚
之
㌔
義
祖
父
一

宮
　
市
　
長
岡
ふ
く
よ
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
一
月
十
三
日
生

（
長
岡
　
佳
文
㌔
祖
母
）

大
河
原
．
桑
原
　
槌
男
㌔
完
十
三
聾

明
治
三
十
二
年
三
月
十
一
日
生

（
桑
原
　
茂
バ
　
父
）

荒
　
田
　
井
上
　
柳
次
㌔
（
九
十
三
重

明
治
三
十
二
年
四
月
十
七
日
生

（
井
上
　
昭
宣
㌔
祖
父
）

‖
ハ
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
史
九
十
三
歳
一

明
治
三
十
二
年
六
月
九
日
生

（
遠
藤
規
矩
雄
㍉
　
母
）

杉
　
谷
　
加
藤
と
も
よ
㍉
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
八
日
生

（
加
藤
　
薫
㌔
　
母
）

相
　
原
　
加
藤
む
め
よ
史
九
十
三
歳
一

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
九
日
生

（
加
藤
　
喜
文
㌦
　
母
）

本
町
四
下
村
一
代
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
日
生

（
下
村
耕
朗
㌔
養
母
）

貝
田
森
田
ふ
で
を
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
十
五
日
生

（
森
田
知
日
㌔
祖
母
）

大
河
原
晴
水
む
ら
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
三
日
生

（
清
水
陸
将
㌔
母
）

実
用
下
垣
と
し
㌔
〈
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
四
月
五
日
生

（
下
垣
茂
㌔
養
母
）

新
町
一
神
庭
た
め
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
六
月
三
日
生

（
神
庭
ひ
ふ
み
㌔
養
母
）

下
蚊
屋
‖
根
タ
キ
㌔
完
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
六
月
十
六
日
生

（
仲
田
健
治
㌔
祖
母
）

下
安
井
中
村
徳
代
㍉
〈
九
十
二
歳
〉

明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
生

、
い
対
馬
佗
准
さ
し
母
一

荒
田
井
上
た
き
よ
㌔
克
十
二
撃

明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
日
生

弄
上
昭
宣
㌦
祖
母
一

F
蚊
屈
小
椋
よ
し
よ
更
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
五
日
生

（
小
椋
喜
美
㌔
祖
母
）

大
i
l
l

∫
原
亀
田
恒
秋
㌦
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
八
日
生

（
亀
田
幸
満
㌔
父
一

吉
原
天
野
都
治
㍉
〈
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
生

（
天
野
日
出
男
㌦
父
〉
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3

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

簡
易
保
険
、
郵
政
年
金
事
業
へ
の

協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
長
寿

を
祝
い
、
社
会
的
に
お
年
寄
り
を

大
切
に
す
る
気
風
を
育
て
よ
う
と

毎
年
、
〓
寿
、
米
寿
を
迎
え
た
方

々
に
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

っ
今
年
も
九
月
十
五
日
の
　
「
敬
老

の
臼
」
、
江
尾
郵
便
局
を
通
じ
て

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
十
八
名
の
皆

さ
ん
に
、
郵
政
大
臣
か
ら
の
お
祝

い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

浦部　久舌も

（洲河崎）

藤　　岩次㌔

（日の詰）

川崎　　仁も

（新町二）

住田よね子も

（佐川）

影山　　孝㌔

（洲河崎）

福岡彦四郎も

（日の詰）

竹内　郁子㌔

（新町－）

清水　吉久も

（佐川）

第2481う

徳岡　恒－乾

く下安井）

影山ますよも

（洲河崎）

川上　鳴子㌔

（本町－）

天野　教一㌔

（吉原）

影山みつよも

（洲河崎）

岡田すみこ㌔

（貝田）

徳岡　　貞㌔

（大方）

浦部ちゑ子㌔

（洲河崎）

各務　亀市㌔

（下蚊屋）

生田　久代も

（久連）

⑳
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4

総
行
政
座
談
会
を

八
月
九
日

八
月
三
十
日

九
月
三
日

池
の
内
部
旛

柿
　
原
部
落

尾
の
上
原
部
落

第248号

で
開
催
し
ま
し
た
。

部
落
住
民
か
ら
行
政
に
対
す
る

要
望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交

流
の
場
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
決
算
監
査
を
、
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
七
月
十
七
日

か
ら
十
八
日
ま
で
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
七
月
二

十
二
日
か
ら
八
月
二
十
二
日
ま
で
、

関
係
職
員
立
ち
会
い
の
も
と
行
い

ま
し
た
。

九
月
十
一
日
、
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
町
内
で
頻
発
す
る
交
通

死
亡
事
故
の
絶
無
の
願
い
を
込
め

た
　
「
交
通
非
常
事
態
に
対
す
る
安

全
宣
言
」
が
決
議
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
、
防
災
行
政
無
線
と
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
町
民
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
近
隣
町

村
に
も
交
通
安
全
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

同
和
対
策

九
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
、

広
島
市
に
お
い
て
第
十
六
回
部
落

解
放
西
日
本
夏
期
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
六
名
が

参
加
、
同
和
問
題
の
解
決
に
む
け

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

民
　
　
　
生

機
能
訓
練
教
室
を
七
月
二
十
六

日
、
八
月
二
十
七
日
に
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ
九

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

卯
の
殻
を
使
っ
た
モ
ザ
イ
ク
画

作
り
や
粘
土
細
工
に
よ
り
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

八
月
二
日
、
「
母
と
子
の
料
理

教
室
」
を
久
遠
公
民
館
と
江
府
町

特
産
品
研
究
加
工
施
設
で
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
協
力
に
よ
り
親
子
の
ふ
れ

◇
町
道
俣
野
宮
市
線
改
良
工
事

請
負
金
額
　
二
、
四
三
〇
万
円

請
負
業
者
　
　
　
㈲
浜
本
組

◇
竜
王
谷
（
助
沢
地
内
）
．
水
路
改

あ
い
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
、

親
子
延
べ
三
十
八
名
参
加
、
牛
乳

を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

八
月
十
二
日
、
県
事
業
と
し
て

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
健
康

大
使
の
研
修
会
を
町
役
場
と
町
総

合
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
知
事
か
ら
健
康
大

便
に
認
定
さ
れ
た
町
内
小
学
校
の

四
年
生
十
三
名
が
町
の
保
健
行
政

に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
も
の
で

す
。建

　
　
　
設

八
月
二
十
七
日
、
町
道
改
良
工

事
を
ど
の
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

修
工
事

請
負
金
額
一
、

請
負
業
者

農
八
月
二
十
七
日
、

係
の
入
札
を
行
い
、

決
定
し
ま
し
た
。

七
二
〇
万
円

㈲
江
川
組

林

農
林
事
業
関

次
の
と
お
り

◇
下
安
井
農
道
舗
装
工
事

請
負
金
額
一
、

請
負
業
者

◇
林
道
杉
谷
貝
田
線

工
区
）
開
設
工
事

請
負
金
額
一
、

請
負
業
者

二
七
〇
万
円

㈲
川
端
組

（
貝
田
舗
装

一
九
五
万
円

㈲
川
端
組

（
尾
の
上
原
）
　
の
　
『
あ
や
ひ
め
2

号
』
と
、
妹
尾
章
さ
ん
（
西
成
）

の
　
『
ち
よ
2
5
号
』
が
十
月
十
二
日

（
土
）
～
十
三
日
（
日
）
　
に
岸
本

町
西
部
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
る

鳥
取
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

商
工
観
光

七
月
十
一
日
、
山
荘
甘
酒
茶
屋

に
お
い
て
江
府
町
観
光
協
会
の
第

二
十
九
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

平
成
二
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
並
び
に
平
成
三
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
を
行

い
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
五
年
三
月
末
ま
で
で

す
。
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
　
福

八
月
二
十
八
日
、
日
野
町
根
雨

で
第
七
十
二
回
日
野
郡
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
出
場

頭
数
は
二
十
四
頭
。
江
府
町
か
ら

は
六
頭
が
出
場
し
、
四
頭
が
一
等

賞
に
、
二
頭
が
二
等
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

こ
の
う
ち
、
津
沢
武
義
さ
ん

副
会
長

クク

理
　
事

ククククク〃〃

中中竹住臼

田石田内尾村

孝秀正

治之臣

佐
々
木

川
　
上

浜
　
本

小
　
谷

晋

雄
三
郎

真
佐
雄正

高細

津田

富和元伸卓

広三伸介雄

Soumu
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第248号

理
　
事

〃

監
　
事

ク

教

石加下今

原藤村岡

忠憲武賢

哉三美一

で
勝
ち
進
む
（
三
輪
・
金
田
組
）

を
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。
出
場
選

手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

育

5

町
運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
次
の
と
お
り
社
会
体
育
行
事
を

行
い
、
各
大
会
で
熱
戟
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

◇
7
／
1
8
～
2
0

第
六
回
江
府
町
実
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
四
十
五
歳
以
上
）

参
　
加
　
六
チ
ー
ム

優
　
膵
　
川
筋
チ
ー
ム

◇
8
／
2
2
～
2
5

第
八
回
江
府
町
壮
年
野
球
大
会

（
四
十
歳
以
上
）

参
　
加
　
八
チ
ー
ム

優
　
勝
　
臼
田
チ
ー
ム

◇
9
／
1
～
7

第
二
十
八
回
江
府
町
民
野
球
大

会参
　
加
　
二
十
四
チ
ー
ム

優
　
勝
　
新
町
一
丁
目
チ
ー
ム

第
八
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭

球
選
手
権
大
会
が
八
月
八
日
～
九

日
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県

代
表
と
し
て
本
町
か
ら
四
チ
ー
ム

が
参
加
、
個
人
戦
で
ベ
ス
ト
4
ま

明
倫
小
学
校

大
谷
　
英
′
ハ
几

三
輪
功
大
バ
几

江
尾
小
学
校

藤
堂
将
行
／
ハ
几

森
田
祐
基
バ
几

井
田
浩
之
ノ
バ
几

金
田
　
崇
．
ハ
几

上
原
俊
平
／
ハ
几

清
水
知
日
城
バ
几

第
二
十
二
回
全
国
中
学
校
軟
式

庭
球
大
会
が
八
月
二
十
一
日
～
二

十
二
日
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
、
江

府
中
学
校
の
中
川
孝
彦
バ
几
・
清
水

孝
史
王
が
中
国
地
区
代
表
と
し
て

出
場
、
善
戦
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

回
申
払
包
拶

九
月
十
七
日
、
町
内
四
か
所
で

行
な
わ
れ
た
献
血
事
業
に
四
十
九

名
の
方
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
み
を
さ
ん
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
（
太
字
は
、
四

〇
〇
c
c
献
血
の
方
で
す
。
）

－
敬
称
略
－

高
山
千
鶴
子
、

大
谷
　
康
弘
、

栗
林
　
範
之
、

砂
原
　
和
省
、

新
見
一
郎
、

澤
口
　
　
勉
、

中
前
　
茂
子
、

仲
嶋
美
喜
子
、

加
藤
　
忠
和
、

神
坂
　
克
行

土
井
垣
史
郎

徳
岡
　
健
男

田
本
　
賢
二

相
見
　
照
美

張
谷
　
俊
二

西
村
　
弘
樹

山
岡
　
暗
生

藤
原
　
紀
子

松吉宇稲城園志前
原村田　田本谷水田

敏
明
、

義
市
、

美
暗
、

達
美
、

泰
徳
、

保
則
、

俊
昭
、

俊
二
、

山
川
　
千
秋
、

森
田
　
哲
也
、

遠
藤
　
　
功
、

西
岡
　
清
治
、

加
藤
美
和
子
、

千
藤
　
　
正
、

大
岩
　
勝
実
、

河
上
　
英
明

津
澤
恵
美
子

細
田
　
昇
二

高
橋
　
福
子

水
下
　
郎
子

三
輪
　
睦
実

細
田
　
耕
治

梅
林
　
明
宏

梅
林
　
美
鈴

梶
原
久
美
子

遠
藤
　
道
弘

沢
田
　
大
蔵

太
田
　
　
厚

下
垣
　
吉
正

頓
原
　
　
守

山
本
　
　
優

宙
か
古
井
点
よ
点
か
起
点
わ
b
鹿
屋
£
N
ゎ
長
倉
よ
β
よ
起
点
β
苫
屋
何
度
盲
点
婁
九
一
ぶ
ゎ
b
ぶ
倉
よ
爵
於
起
き
庶
k
爪
眉
点
よ
定
点
わ
b
ぶ
ん
わ
よ
星
川
長
川
ん
b
東
屋
居
合
ぶ
た
か
畠
か
β
㌔
β
㌔
b
b
農
倉
農
点
か
ゎ
ぷ
ゎ
ぷ
M
虔
凡
♪
ぷ
ん
た
れ
b
L
長
鳥
・
長
鳥
眉
M
β
㌔
声
か
β
厨
β
農
β
厨
わ
b
よ
長
川
と
巴
N
爪

一江府町出身広島在住者が集う－

「
ひ
ろ
し
ま
江
府
会
」
が
七
月

二
十
七
日
、
広
島
市
に
お
い
て
中

国
地
域
づ
く
り
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
広
島
県
在
住
の
江

府
町
出
身
者
が
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
、
地
域
（
江
府
町
）
　
の
活
性

化
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
、
梅

林
公
人
さ
ん
（
武
庫
出
身
）
の
呼

び
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
地
元
か
ら
福
田
町
長
が

出
席
し
、
「
ひ
ろ
し
ま
江
府
会
」

の
取
り
組
み
と
江
府
町
の
活
性
化

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
で
は
江
府
町
出

身
の
方
が
一
人
で
も
多
く
参
加
さ

れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の

で
、
広
島
県
に
在
住
の
親
戚
、
知

人
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
七
三
一
－
〇
三

広
島
県
高
田
郡
八
千
代
町
大
字

土
師
三
六
九
－
二
四

建
設
省
土
師
ダ
ム
管
理
所

梅
林
公
人
氏
ま
で

℡
0
8
2
6
5
2
1
2
4
5
5

ま
た
は
、

江
府
町
役
場
総
務
課
へ

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第248号 （6）

農村下水道整備（集落排水処鵬設）

アンケート回収率

配布戸数　1203戸

回収戸数　　986戸

回収率　　82．0％

⑳

アンケート結果まとまる

80．6％が加入希望

近
年
、
農
村
社
会
に
お
け
る
生
活
水
準
の
向

上
、
農
業
生
産
様
式
の
変
貌
等
、
農
業
、
農
村

を
と
り
ま
く
状
況
は
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。こ

れ
に
と
も
を
い
、
農
業
用
用
排
水
や
公
共

用
水
城
の
水
質
悪
化
が
進
み
、
社
会
問
題
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
も

改
肯
さ
れ
、
傾
所
の
水
洗
化
も
普
及
し
て
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
本
町
で
は
、
「
活
力
と
希

望
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
本
年
度
、
農
業
集
落
排
水
事
業
基
本
計
画

を
作
成
し
、
川
筋
地
区
を
皮
切
り
に
本
格
的
に

集
落
排
水
処
理
施
設
の
整
備
に
取
り
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
基
本
に

し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
年
六
月
、

集
落
排
水
処
理
施
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
、
こ
の
た
び
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
各
部
落
区
長
の

協
力
に
よ
り
、
八
二
％
と
高
い
回
収
率
を
み
ま

し
た
。ま

た
、
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
の
加
入
希
望

者
は
全
体
の
八
〇
・
六
％
を
し
め
、
町
民
の
農

村
下
水
道
に
対
す
る
高
い
関
心
を
示
し
て
い
ま

す
。町

で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
、

全
町
に
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

間4
し尿処理は、どうをっていますか。
（1・Zの両方をしている場合は、多

い方に○を）
1　バキュームカーで、くみとりをしている。

2　自家でくみとりをしている。
3　共同の浄化槽で、処理している。
4　自家の浄化槽で、処理している。

間　 （4 ） ％

回答　 1 60 ．5

回答　 2 30 ．3

回答　 3 0 ．3

回答　 4 7 ．7

回答なし 1 ．2

間3
あなたの家庭の台所や風呂水・洗濯水など
の生i舌排水処理は、どうをっていますか。

1　直接地区内の水路に流している。
2　宅地内の吸込糟に涜している。
3　共同の浄化槽に流している。
4　自家の浄化槽に流している。
5　その他

間　 （3 ） ％

回答　 1 83．0

回答　 2 9．0

回答　 3 0 ．4

回答　 4 2 ．8

回答　 5 3 ．0

回答 な し 1．8

Soumu
四角形

Soumu
四角形



間7讐莞誓書警警設が整備されれば、加入
1　加入したい。
2　自家・共同浄化槽を設置しているので、

加入しない。
3　浄化槽は無いが、加入しをい。

聞　　 け ） ％

lLll答　 1 80 ．6

回答　 2 3 ．8

回答　 3 10 ．3

回答 な し 5．0

わからない 0 3

間8讐冨警憲讐諾完浣永富去孟言誓
川、水路に放流しますが、あなたの部落
に終末処理施設（公園併設）が建設される
としたら、協力していただけますか。

1　協力する。
2　場合によっては、協力する。
3　協力できない。
4　わからをい。

間5

第248号

傾所の水洗化について、おたずねします。
1　水洗化したい。
2　　したくない。

3　既に水洗化している。

liり　 15） ％

いり答　 1 75．6

l叶答　 2 9．4

回答　 3 11．6

l叫答 を し 3．3

どちらで
0 ．1

もよい

集落排水処理事業は、部落単位又は、数部
落単位で、し尿と家庭排水を一緒にして処
理する施設ですが、いつと貞実施を希望され
ますか。

1　2～3年後
2　5～6年後
3　9～10年後
4　その他

l！り　 16 ） ％

回答　 1 57 ．1

l111答　 2 16 ．8

1日Ⅰ答　 3 4 ．9

回答　 4 12 ．6

l●り答を し 8 ．6

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第248号

農
業
集
落

排
水
事
業
と
は

農
業
用
水
の
水
質
保
全
、
農
業

用
用
排
水
施
設
の
機
能
維
持
を
図

り
、
併
せ
て
農
村
生
活
環
境
の
改

善
と
公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
寄

与
す
る
た
め
、
農
業
集
落
に
お
け

る
し
尿
、
生
活
雑
排
水
等
の
汚
水
、

汚
泥
を
処
理
す
る
施
設
を
、
農
林

水
産
省
の
福
助
事
業
で
整
備
す
る

も
の
で
す
。

補
助
対
象
工
事
は
、
汚
水
処
理

施
設
と
管
路
（
本
管
及
び
公
共
ま

す
）
　
で
す
。
（
左
図
斜
線
部
分
）

こ
れ
に
伴
う
排
水
設
備
工
事
は
加

入
者
の
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事

と

は

…

…

私
費
で
施
工
し
て
い
た
だ
く
排

水
設
備
工
事
と
は
、
台
所
、
風
H

場
、
侍
所
を
ど
か
ら
の
汚
水
を
施

設
を
設
け
て
、
公
共
ま
す
へ
接
続

す
る
工
事
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

間11集落排水処理施設が整備されれば、維持
管理費が必要となり使用料を徴収しなけ
れば在りません。日額どの程度であれ旦
加入されますか（先進地では1戸当り
2．000Fr、4．000円程度）

1　使用料がいくらになっても加入したい。
2　2，000円■－3，000円であれば加入するが、

これ以上になれば加入できをい。
3　3，000円へ′4，000円であれば加入するが、

これ以上に在れば加入できをい。
4　4，000「11～5．000円であれば加1人するが

これ以上になれば仙人できをい。

問　 （11） ′′

回 答 1 9 ，1

L回答　 2 7 1 ．7 r

回 答　 3 10 ．3

回 答　 4 2 ．4

回 答 を し 6 ．5

噂

（8）

間9　集落排水処理施設を整備するには、受益者
負担（加入金）が必要になります。加入金
は、どの程度であれば加入されますか。（先
進地では1戸あたり18万〆、一33万円程度）

1　負担金がいくらになっても加入したい。
2　10万円以下であれば加入するが、これ以

上になれば加入できをい。
3　10万円一、20万円以下であれば加入するが、

これ以上になれば加入できない。
4　20ノノ‖～30万「Ⅰルユ下であれば加入するが、

これ以上に在れば加入できない。
5　30ノブ円～40万日以下であれば加入するが

これ以上になれば加入できをい。
6　40万Fト50万円以下であれば加入するが、

これ以上に在れば加入できない。

間　 （91 ％

l可答　 1 8 ．7

回答　 2 3 7 ．7

l可答　 3 3 2 ．7

回答　 4 1 2 ．5

回答　 5 2 ，6

lHl答　 6 2 ．3

回答 を し 3 ．4

わからない 0 ．1

間10　加入金のほか、自宅の便所改装費、宅地内
配管費用として40一、50万円程度の個人負担
が必要ですが、施設の使用開始と同時に加
入されますか。

1　同時に加入したい。
2　2′－3年後に加入したい。
3　4～5年後に加入したい。
4　加入したいが、自己負担が50万円より高

く在れば加入できをい。

問　 （10） ′′

回 答　 1 4 5 ．6

回 答　 2 16 ．6

回 答　 3 5 ．3

回 答　 4 2 4 ．0

回 答 な し 7 ．8

その他 0 ．7

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第248与‡（9）

排水設備のしくみ

汚
水
処
理
の

し
く
み

家
庭
で
使
っ
た
水
（
汚
水
）
は

汚
水
管
を
通
っ
て
道
路
を
ど
に
埋

め
ら
れ
た
本
管
に
流
れ
込
み
ま
す
。

汚
水
が
本
管
内
を
流
れ
て
汚
水
処

理
施
設
に
た
ど
り
つ
く
た
め
に
は

あ
る
程
度
の
勾
配
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
中

継
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
こ
と
に
在

り
ま
す
。

こ
う
し
て
家
庭
か
ら
集
め
ら
れ

た
汚
水
は
、
汚
水
処
理
施
設
で
浄

化
さ
れ
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

費
用
負
担
は

◇
建
設
事
業
費

こ
の
事
業
に
か
か
る
経
費
（
お

も
に
本
管
設
置
及
び
汚
水
処
理
施

設
）
は
国
庫
補
助
金
の
ほ
か
、
県

補
助
や
町
、
受
益
者
の
負
担
で
賄

わ
れ
ま
す
。

◇
維
持
管
理
費

完
成
後
の
維
持
管
理
費
は
、
使

用
料
と
し
て
使
用
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
排
水
設
備
工
事
費

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
各
家
庭

の
排
水
設
備
や
便
所
の
改
造
を
ど

の
費
用
は
、
家
屋
の
構
造
や
配
置
、

改
造
の
程
度
で
異
在
り
ま
す
が
、

四
〇
万
円
か
ら
六
〇
万
円
程
度
必

要
と
在
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の

融
資
制
度

農
業
集
落
排
水
事
業
に
要
す
る

経
費
の
う
ち
、
国
、
地
方
公
共
用

体
の
補
助
残
分
に
つ
い
て
は
、
農

林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
（
利
率
年

五
・
五
％
）
、
農
業
近
代
化
資
金
（
利

率
年
五
・
五
～
六
・
五
％
）
　
の
融

資
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
益
者
負
担
と
な
る
排

水
管
工
事
、
ま
す
設
置
工
事
、
便

所
工
事
な
ど
の
非
補
助
部
分
に
つ

い
て
は
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金

（
利
率
年
三
・
五
％
）
等
の
融
資

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
農
林
課
構

造
改
善
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

ヽ

一

〇

し

●くらしの中から出る汚れの例

しょう油 みそ汁 おでん汁 使用済みの 米のとぎ汁 牛乳 ラーメンの汁 日本酒
（15m8 ） （20㈹ ） （500me） 天ぷら油

（500mβ）
（2 2 ） （200祀） （200m e） （2伽ぜ）

汚れのもと（）内の量を捨てたら 辱馬 遠 ㊧ 豪診 占臼 日虚 呑 姻
汚 れ の お お よ そ の 値

B O D （咽 ／色 ）
15 0 ，0 0 0 35 ．00 0 7 4 ．00 0 1 ，0 8 0 ，0 0 0 3 ，0 0 0 7 8 ，0 0 0 2 5 ．0 0 0 20 0 ．0 0 0

魚 が す め る 水 質 （B O D

5 【唱／色 程 度 ）に す る た
め に 必 要 な 水 の 量 は

風 呂 お け 伺 杯 分 ？

1 ．5杯 分 4 ．7 杯 分 25 杯 分 33 0杯 分 4 杯 分 10 杯 分 3 ．3 杯 分 2 ．7 杯 分

資料：東京都「東京維甜崗d棚軋（昭和61年3月）によります。

Soumu
四角形
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103雷4％達成
今年の転作実施状況

－ご協力ありがとうございました－

第248号

平
成
二
．
隼
九
日
L
‖
現
在
で
の

転
作
確
認
結
果
は
、
別
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
転
作
写
目
標
而
損
∵
ハ

．
■
、
九
血
か
ら
も
ち
米
の
他
用
途

別
川
米
、
み
そ
の
消
費
純
増
等
を

差
し
引
い
た
目
標
面
梢
∵
ハ
▲
．
、

川
九
血
に
対
し
、
　
L
ハ
八
、
〇
八

加
の
実
績
見
込
で
、
見
込
遁
成
率

一
〇
二
、
四
％
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
実
施
集
落
は
も
と
よ
り

各
集
落
と
も
ご
協
力
い
た
だ
き

仝
集
落
」
〇
〇
％
遁
成
見
込
と
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
他
川
途
利
川
米
の

計
画
ど
お
り
の
出
荷
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

平成3年度転作実績　　辛戊3年9日7日射三
部　　 落 目　 標　 面　 積 転　 作　 面　 積 他 用 途 利 用 米 転　 作　 等　 面　 積 達　 成　 率

本　 町　 －▲ 4 7 2 竺 1 4 6 la．9 2 5 号0 0 0 4 8 6 竺9 0 0 1 0 3 ．1 劣

ク 1 1 6 ．2 1 1 4 ．3 5 ．0 0 0 1 1 9 ．3 0 0 1 0 2 ．7

ノシ 2 0 9 ．5 2 2 4 ．5 2 2 4 ．5 0 0 1 0 7 ．2
ケ　　 川

ケ　　 丘 5 2 6 ．4 5 3 7 ．6 1 ．2 5 0 5 3 8 ．8 5 0 1 0 2 ．4

新　 町 1 2 5 ．2 1 3 8 ．2 1 3 8 ．2 0 0 1 1 0 ．4

ク 2 2 5 ．7 2 5 7 ．9 2 5 7 ．9 0 0 1 1 4 ．3

小　 江 J宅 5 1 5 ．2 6 0 0 ．4 1 5 ．0 0 0 6 1 5 ．4 0 0 1 1 9 ．4

人　　　 ノノ 1 6 2 ．9 1 9 1 ．0 1 3 ．7 5 0 2 0 4 ．7 5 0 1 2 5 ．7

久　　 遠 4 1 3 ．2 3 5 7 ．9 5 6 ．8 7 5 4 1 4 ．7 7 5 1 0 0 ．4

佐　　 川 4 8 6 ．9 4 4 7 ．3 5 6 ．2 5 0 5 0 3 ．5 5 0 1 0 3 ．4

相　　　 原 4 0 3 ．5 3 7 4 ．0 4 9 ．3 7 5 4 2 3 ．3 7 5 1 0 4 ．9

宮　　 市 9 9 2 ．6 9 6 4 ．6 4 1 ．8 7 5 1 ，0 0 6 ．4 7 5 1 0 1 ．4

H　 市　 原 8 5 8 ．9 8 3 6 ．6 2 5 ．0 0 0 8 6 1 ．6 0 0 1 0 0 ．3

肋　　　 沢 3 1 7 ．1 2 6 2 ．3 8 4 ．3 7 5 3 4 6 ．6 7 5 1 0 9 ．3

卜　蚊 Jぅ呈 7 6 4 ．3 7 3 3 ．4 4 5 ．6 2 5 7 7 9 ．0 2 5 1 0 1 ．9

小　　 原 4 9 9 ．1 4 5 1 ．6 4 8 ．7 5 0 5 0 0 ．3 5 0 1 0 0 ．3

美　　　 川 7 2 5 ．6 6 1 8 ．6 1 1 5 ．0 0 0 7 3 3 ．6 0 0 1 0 1 ，1

栗　　 尾 3 3 7 ．4 2 8 2 ．3 5 6 ．2 5 0 3 3 8 ．5 5 0 1 0 0 ．3

御　　 机 1 ，0 7 2 ．4 1 、0 0 4 ．6 8 6 ．2 5 0 1 ．0 9 0 ．8 5 0 1 0 1 ．7

杉　　　 谷 5 8 7 ．5 5 3 3 ．0 7 3 ．1 2 5 6 0 6 ．1 2 5 1 0 3 ．2

tl　　 川 1 ，5 1 4 ．1 1 ．2 4 8 ．9 2 9 4 ．3 7 5 仁 5 4 3 ．2 7 5 1 0 1 ．9

卜　 安　 井 1 8 7 ．0 1 6 6 ．2 2 1 ．2 5 0 1 8 7 ．4 5 0 1 0 0 ．2

洲　 河　 崎 4 1 2 ．1 3 7 0 ．1 5 3 ．7 5 0 4 2 3 ．8 5 0 1 0 2 ．9

荒　　 川 1 7 3 ．3 1 6 6 ，4 1 5 ．0 0 0 1 8 1 ．4 0 0 1 0 4 ．7

芋　 ノ　 ト 9 3 ．8 1 1 8 ．1 1 1 8 ．1 0 0 1 2 5 ．9

宮　 ノ　 前 1 2 ．3 1 3 ．8 1 3 ．8 0 0 1 1 2 ．2

武　　 庫 1 8 0 ．2 1 5 7 ．1 2 3 ．7 5 0 1 8 0 ．8 5 0 1 0 0 ．4

新　　　 道 4 8 ．7 3 2 ．rO 1 8 ．1 2 5 5 0 ．1 2 5 1 0 2 ．9

lI 3 3 ．9 2 5 ．8 8 ．7 5 0 3 4 ．5 5 0 1 0 1 ．9

池　 ノ　 内 6 1 4 ．2 5 4 0 ．9 7 8 ．1 2 5 6 1 9 ．0 2 5 1 0 0 ，8

尾 1二　原 4 4 9 ．7 4 2 9 ．5 4 1 ．2 5 0 4 7 0 ．7 5 0 1 0 4 ．7

fl ノ　 詰 5 1 3 ．0 4 2 0 ．7 1 1 3 ．7 5 0 5 3 4 ．4 5 0 1 0 4 ．2

深　 山1 日 1 7 6 ．8 1 6 3 ．4 1 8 ．7 5 0 1 8 2 ．1 5 0 1 0 3 ．0

i？　　 原 5 3 1 ．9 4 6 9 ．4 6 2 ．5 0 0 5 3 1 ．9 0 0 1 0 0 ．0

西　　 成 2 6 2 ．6 2 3 5 ．2 3 3 ．1 2 5 2 6 8 ．3 2 5 1 0 2 ．2

袋　　 原 3 3 9 ．9 2 8 9 ．8 5 6 ．8 7 5 3 4 6 ．6 7 5 1 0 2 ．0

人　 河　 原 8 9 3 ．5 8 4 9 ．4 7 8 ．7 5 0 9 2 8 ．1 5 0 1 0 3 ．9

合　 計 1 6 、2 4 8 ．7 i 5 ，0 8 8 ．7 1 、7 1 6 ．8 7 5 1 6 ．8 0 5 ．5 7 5 1 0 3 ．4
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第248号

秋
の
行
政
相
談
週
間
●
十
月
十
三
～
十
九
日

㊥
聡
海
⑯

臼
笹
担

毎
払
窃
d
≪
』
8
守

「
役
所
に
相
談
に
行
き
た
い
が
、
ど
こ
の
窓
口
へ
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
　
「
役
所
に
苦
情
を
言
い
た
い
が
、
直
接
出
向
き
た
く
は
な
い
」
　
－
　
こ

ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
国
・
地
方
の
役
所
の

仕
事
や
、
J
R
・
N
T
T
な
ど
粁
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
を

住
民
か
ら
聴
い
て
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
〝
頼
れ
る
人
″
　
－
　
そ
れ
が
行
政
相

談
委
員
で
す
。
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が
住
民
か
ら
受
け
る
相
談
内
容
を
紹
介

し
た
あ
と
、
一
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
、
ど
う
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て

11

み
ま
し
ょ
う
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長

官
が
民
間
の
有
識
者
の
方
に
お
願

い
し
、
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
昭

和
三
十
六
年
に
、
住
民
が
行
政
へ

の
要
望
や
苦
情
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
と
し
て
、
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
、
行
政
相
談
委
員
は
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
五
千
四
十
六

人
い
ま
す
。
全
国
の
市
（
区
）
町
村

に
、
少
な
く
と
も
一
人
は
配
置
さ

れ
、
あ
を
た
の
暮
ら
し
と
行
政
を

つ
を
ぐ
”
パ
イ
プ
役
″
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

増
え
て
い
る

生
活
に
身
近
な
問
題

行
政
相
談
委
員
が
取
り
扱
う
相

談
件
数
は
、
年
々
増
え
て
お
り
、

平
成
二
年
度
は
全
国
で
約
十
七
万

件
、
一
日
当
た
り
に
す
る
と
約
四

百
六
十
件
の
相
談
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
い
っ
た
相
談
が
多

い
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
も
の
は
、

道
路
・
河
川
の
改
修
工
事
や
新
設

工
事
、
・
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に

関
す
る
苦
情
や
、
登
記
・
年
金
な

ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
生
活
に
身
近

な
問
題
が
多
く
を
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
う
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
相

談
内
容
が
解
決
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
最
近
の
事
例
を
も
と
に
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
内
容
】

国
道
の
A
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明

が
暗
く
て
、
車
の
運
転
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
。
事
故
防
止
の
た
め
、

明
る
い
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
ほ
し
い
。

【
処
理
経
過
】

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

は
、
早
速
現
地
を
調
査
し
た
。
た

し
か
に
ト
ン
ネ
ル
内
は
照
明
施
設

が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
暗
く
、

を
か
に
は
点
灯
し
て
い
な
い
照
明

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
全

体
が
カ
ー
ブ
し
て
い
る
た
め
、
照

明
が
点
灯
し
て
い
を
い
状
態
で
は
、

車
両
が
通
行
す
る
う
え
で
危
険
が

伴
う
と
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
行
政
相
談
委
員
は
、

ト
ン
ネ
ル
を
所
管
す
る
県
土
木
事

務
所
に
、
相
談
内
容
を
検
討
す
る

よ
う
に
要
請
し
た
。

【
解
　
決
】

県
土
木
事
務
所
が
調
査
し
た
結

果
、
A
ト
ン
ネ
ル
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
百
四
十
六
灯
の
照
明
の
う

ち
、
約
三
二
％
に
当
た
る
四
十
六

灯
の
照
明
が
点
灯
し
て
い
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

同
ト
ン
ネ
ル
は
交
通
量
が
多
い

た
め
、
県
土
木
事
務
所
は
緊
急
に

復
旧
を
要
す
る
と
判
断
し
た
。
そ

し
て
、
直
ち
に
照
明
の
工
事
を
行

い
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
車
両
通
行

の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
。

手
紙
や
電
話
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

事
例
を
み
て
も
分
か
る
通
り
、

行
政
相
談
委
員
は
第
三
者
的
立
場

か
ら
公
正
を
判
断
を
行
い
、
要
望

や
苦
情
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
で
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

の
か
分
か
ら
を
い
と
き
は
、
あ
を

た
の
ま
ち
の
行
政
相
談
委
員
に
直

接
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
紙
や
電
話
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
十
月
十
三
～
十
九
日
の

一
週
間
は
、
「
秋
の
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。
期
間
中
は
、
各
種
の

行
政
相
談
活
動
を
、
集
中
的
に
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
行
政
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
要
望
や
提
案

が
、
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
こ
と
に

つ
を
が
る
の
で
す
。

江
府
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

安
江
久
夫
さ
ん
（
洲
河
崎
）

（
℡
7
5
－
2
2
0
8
）
で
す
。

※
特
殊
法
人
と
は
、
特
別
法
に
よ

り
設
置
さ
れ
る
法
人
。
国
・
公

共
の
利
益
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
も
の
で
、
公
庫
・
公
団
・
金

庫
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

Soumu
四角形
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恭知らせ

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

無料でご相談
に応じています

第248号

土
地
家
屋
調
査
士

に
よ
る
無
料
相
談

期
　
　
間

平
成
三
年
十
月
一
日
～

平
成
三
年
十
月
三
十
一
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
　
　
所

土
地
家
屋
調
査
士
会
員
事
務
所

相
談
内
容

土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る

登
記
、
及
び
土
地
境
界
問
題
に

関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
市
西
町
二
丁
目
四
一
九

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
0
8
5
7
　
（
2
2
）
　
7
0
3
8

交
通
事
故
　
－
。
加
害
者
、
被

害
者
ど
ち
ら
も
悲
惨
を
者
で
す
。

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
い
、
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
無

料
で
あ
な
た
の
相
談
に
専
門
の
相

談
員
が
、
親
身
に
在
っ
て
応
じ
ま

す
。
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
平
日
は
午
前
9
時
3
0

分
か
ら
午
後
4
時
4

0
分
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

休
み
ま
す
）

◆
弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

◆
相
談
所

鳥
取
市
今
町
一
－
一
〇
三

住
友
生
命
鳥
取
ビ
ル
三
階

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

℡
0
8
5
7
（
2
4
）
4
2
3
3
直
通

自治会など「地縁による団体」も

不動産登記ができるようになりました

い
わ
ゆ
る
自
治

会
、
町
内
会
な
ど
、

町
ま
た
は
字
の
区

域
そ
の
他
市
町
村

内
の
〓
正
の
区
域

に
住
所
を
有
す
る

者
の
地
縁
に
基
づ

い
て
形
成
さ
れ
た

「
地
縁
に
よ
る
同

体
」
は
、
」
」
れ
ま

で
そ
の
団
体
名
儀

で
不
動
産
登
記
が

で
き
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
財
産
上

の
様
々
を
問
題
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
す
る

措
置
と
し
て
、
今

年
四
月
に
地
方
自

持
管
理
等
良
好
な
地
域
社
会
の

維
持
及
び
形
成
の
た
め
の
共
同

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

②
そ
の
区
域
が
、
住
民
に
と
っ
て

客
観
的
に
明
ら
か
な
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

③
そ
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
す

べ
て
の
個
人
は
、
構
成
員
と
在

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

そ
の
相
当
数
の
者
が
現
に
構
成

員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

④
規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
役
場
総

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
月
問
で
す

労
働
保
険
（
労
災
■
雇
用
保
険
）

は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失
業

等
の
保
険
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
、

必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
と
と
も

に
、
生
晴
の
安
定
、
尭
会
復
帰
の

促
進
、
再
就
職
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、

事
業
の
種
類
を
問
わ
ず
、
労
働
者

を
一
人
以
上
雇
用
し
て
お
れ
ば
、

法
律
に
基
づ
き
加
入
し
な
け
れ
ば

そ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
未
手
続
き
と

な
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
こ
の
機

会
に
是
非
加
入
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
基
準
局

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

治
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
「
地
縁
に

よ
る
同
体
」
も
一
定
の
手
続
き
を

行
え
ば
法
人
格
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
地
縁
に
よ
る
同

体
」
は
地
域
的
な
共
同
活
動
の
た

め
の
土
地
や
建
物
を
ど
、
不
動
産

ま
た
は
不
動
産
に
関
す
る
権
利
等

を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
地
縁
に
よ
る
同
体
」
の
認
可

に
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
そ
の
区
域
の
住
民
相
互
の
連
絡
、

環
境
の
整
備
、
集
会
施
設
の
維

年末調整説明会
日　時11月20日（水）

午後1時30分から午後4時まで
場　所　溝口町中央公民館
対象者　溝口町・江府町・日野町に所在

する徴収義務者（官公庁、個人青を除く）

詳しくは、米子税務署（℡0859－32－4121）

にお問い合せ下さい。
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妊娠から出産・子育てまで

13

「
結
婚
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
症
候

群
」
　
の
女
性
た
ち
に
と
つ
て
、
い
ま
や

「
妊
娠
」
が
結
婚
に
踏
み
切
る
大
き
な

動
機
付
け
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

珍
し
く
な
い
〝
花
嫁
は
妊
娠
中
″

る
方
が
、
依
然
と
し
て
多
い
の
は
事
実

で
す
。と

は
い
え
、
妊
娠
し
た
ノ
　
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
の
　
「
女
性
の
不
安
や
心

配
」
　
は
、
昔
も
い
ま
も
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
不
安
度
は
増
し
た
と

平
成
三
年
二
月
十
五
日
付
の
朝

日
新
聞
紙
上
で
、
女
優
の
桃
井
か

お
り
さ
ん
が
、
「
あ
た
し
な
ん
か
、

処
女
で
お
嫁
に
い
け
、
と
い
わ
れ

た
最
後
の
世
代
」
と
語
っ
て
い
た

の
は
、
ホ
ン
ト
で
す
。

電
話
相
談
や
デ
パ
ー
ト
の
マ
タ

ニ
テ
ィ
用
品
売
り
場
の
来
客
状
況

を
み
て
も
、
ま
し
て
や
結
婚
式
場

で
の
お
世
話
係
が
、
花
嫁
さ
ん
が

「
妊
娠
中
」
　
と
聞
い
て
も
、
も
う
・

特
別
な
表
情
な
ど
し
な
い
く
ら
い
、

ゴ
ク
ゴ
ク
当
た
り
前
の
こ
と
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

情
報
過
多
に
振
り
回
さ
れ
が
ち

も
ち
ろ
ん
、
結
婚
し
て
か
ら
妊

娠
と
い
う
″
運
び
〟
を
望
ん
で
い

不安や心配は増すばかク

い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
主
な
不
安
と
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

田
い
わ
ゆ
る
情
報
過
多
と
い
わ
れ

る
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
医
学
情
報
に
振
り
回
さ
れ
が
ち

な
こ
と
。

固
独
身
時
代
の
生
活
…
…
お
酒
も

飲
ん
だ
。
た
ば
こ
も
吸
っ
て
い
た
。

旅
行
に
残
業
、
仕
事
　
（
特
に
O
A

機
器
関
係
）
　
な
ど
な
ど
の
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
影
響
　
（
妊
娠
の
継
続
は
大

丈
夫
？
）
。

国
近
年
の
よ
う
に
少
子
出
産
時
代

で
は
、
職
場
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
身
の
回
り
で
妊
娠
し
て
い
る

女
性
を
、
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な

い
　
（
自
分
の
母
親
が
妊
娠
し
て
い

る
姿
だ
っ
て
、
見
た
こ
と
が
な
い
人
が

多
い
の
で
す
か
ら
）
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
女
性
が
多
い

こ
の
た
め
、
妊
娠
し
た
女
性
は
、
「
ど

う
生
活
し
た
ら
い
い
の
か
皆
目
見
当
が

つ
か
な
い
」
と
、
困
惑
気
味
で
す
。
ま

し
て
や
、
「
夫
に
聞
い
て
も
分
か
る
訳
で

は
な
し
」
と
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
の

で
す
。そ

う
し
た
女
性
た
ち
が
、
ま
ず
出
会

う
の
が
産
婦
人
科
医
、
そ
し
て
電
話
相

談
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
マ
タ
ニ
テ

ィ
電
話
相
談
を
十
五
年
続
け
て
き
た
私

か
ら
、
夫
で
あ
る
男
性
に
希
望
す
る
こ

と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
妊

娠
し
た
女
性
に
対
す
る
、
私
か
ら
夫
へ

の
三
つ
の
お
願
い
を
次
号
で
。

テレビの映りが悪い、ラジオに雑音が入る

など電波障害でお困りの方は、

鳥取県電波障害防止協議会事務局

（NHK鳥取放送局営業推進部受信技術係

TEL O857－29－9211）にご相談ください。

10月は「電波障害一掃運動月間」です。

電波障害をなくして
いな画と音で
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈲

禁
恋
人
み
つ
け
ま
せ
ん
か
〟

⑳
⑩
①
⑳
⑳
⑳
㊤
㊧
㊨
⑮
⑮
①
⑳
①

江
府
町
で
は
、
去
る
八
月
二
十

五
日
に
　
「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ふ
れ
あ

い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
後
継

者
対
策
の
一
環
と
し
て
町
内
独
身

男
性
に
町
外
の
独
身
女
性
と
の
交

流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
行
っ
た

も
の
で
す
。

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
男
女
各

ー〉〝W－W一・・一　一一十

“勇

∃

カップル誕生日

■■■
■　　　　　　一J

増欝伊

ノ

／

′

クルーザーの前で記念撮影

々
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
、
自
己

紹
介
と
ゲ
ー
ム
で
親
交
を
深
め
て
、

メ
イ
ン
は
米
子
港
か
ら
ク
ル
ー
ザ

ー
で
中
海
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
船

内
で
は
カ
ラ
オ
ケ
を
ど
で
和
や
か

を
ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
中
に
は
、
島
根
県
か
ら

六
名
の
参
加
が
あ
り
、
遠
く
は
、

山
口
県
に
近
い
柿
木
村
か
ら
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
今
回
の
よ
う
を
工
夫

を
凝
ら
し
た
後
継
者
対
策
を
企
画

し
て
い
く
予
定
で
す
。

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

久
　
遠
川
上
　
淳
也
孝
敏
二
男

宮
市
原
木
下
　
成
幸
一
徳
長
男

本
　
五
中
前
亜
利
沙
雄
一
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

情
水
　
広
志

オ
リ
ガ
リ
オ
へ
レ
ー
ラ

吉
原

フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
リ
ー
タ
　
　
　
　
　
共
和
国
か
ら

石
丸
　
和
彦

谷
U
平
野
温
子

下
関
市

俣
野
か
ら

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
三
樋
口
　
保
夫

∴十三●、：
清
水
　
貞
子

二
三
一
熊
雄

長
尾
　
雪
枝

小
倉
　
繁
雄

本
五
澤
田
　
利
恵

汁
．
J

仰

　

臥

l

r
加

あ

　

　

ざ

6
6
歳
律
子
宅

8
1
歳
吉
美
宅

7
8
歳
八
郎
宅

8
3
歳
　
繁
宅

6
8
歳
信
彦
宅

2
5
歳
　
横
宅

8月中寄託分

□
香
典
返
し
と
し
て

柿
　
原
　
　
清
水
　
吉
美
　
様

（
母
貞
子
様
ご
逝
去
）

本
　
三
　
　
樋
口
　
律
子
　
様

（
夫
保
夫
様
ご
逝
去
）

肋
　
澤
　
　
二
一
三
八
郎
　
様

（
父
熊
雄
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
　
長
尾
　
　
繁
　
様

（
母
雪
枝
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
　
小
倉
　
信
彦
　
様

（
父
繁
雄
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
　
澤
田
　
　
拡
　
様

（
長
女
利
恵
様
ご
逝
去
）

東
京
都
墨
田
区
池
田
　
幸
子
　
様

（
夫
栄
膵
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
　
五
　
　
仲
嶋
　
　
聖
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
松
本
　
益
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
　
影
山
　
　
孝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
　
井
口
　
喜
暗
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
　
浦
部
　
二
郎
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
　
岡
田
　
正
宜
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
　
川
上
　
　
貢
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
　
竹
内
　
　
薫
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
　
藤
原
　
米
治
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
住
田
喜
美
子
　
機

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
　
安
田
　
豊
行
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
賀
本
　
淑
男
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
　
川
端
し
を
よ
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
　
川
端
一
正
　
様

（
長
女
ゆ
か
り
様
退
院
）

池
の
内
　
　
藤
原
　
忠
文
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
七
月
末
累
計
額

九
八
九
、
〇
〇
〇
円

2
、
八
月
中
寄
託
額

三
五
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
預
金
利
息

六
、
一
五
五
円

4
、
八
月
末
累
計
額

一
、
三
四
五
、
一
五
五
円
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▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
寝
た
き
り
を
防
ぐ
住
ま
い
の
安
全
づ
く
り
　
（
そ
の
2
）

相

先
月
号
に
引
き
つ
づ
き
、
住
ま

い
の
安
全
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

（浴室）
浴
室
は
す
べ
り
や
す
い
う
え
に

凹
凸
が
多
く
、
と
て
も
不
安
な
場

所
で
す
。
ま
た
脱
衣
場
も
せ
ま
い

う
え
に
脱
衣
か
ご
、
棚
を
ど
が
あ

る
と
動
き
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、

不
自
由
を
思
い
を
し
ま
す
。
で
す

か
ら
す
べ
り
止
め
な
ど
安
全
装
置

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
脱
衣
所
に
イ
ス
を
置
く
配
慮
も

手
ぜ
ま
な
脱
衣
所
も
、
で
き
る

だ
け
物
を
整
理
し
て
、
イ
ス
を
一

つ
置
い
て
お
く
と
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
楽
で
す
。

②
浴
室
の
出
入
口
の
段
差
を
な
く

し
て
安
全
に

出
人
口
の
段
差
が
大
き
す
ぎ
る

場
合
は
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
ス

ノ
コ
を
敷
い
た
り
し
て
段
差
を
な

く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
床
材
が
す
べ
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
と
危
険

浴
室
に
敷
か
れ
た
マ
ッ
ト
が
ツ

ル
ツ
ル
と
す
べ
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
と

き
は
、
は
め
こ
み
状
の
マ
ッ
ト
な

ど
で
全
面
を
き
ち
ん
と
敷
き
つ
め

て
し
ま
う
の
が
安
全
。

④
浴
槽
の
底
に
も
す
べ
り
止
め
を

浴
槽
の
底
も
す
べ
り
や
す
く
な

っ
て
い
を
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
用
の
小
さ
を
浴
槽

で
も
す
べ
る
の
は
危
険
で
す
。
す

べ
り
止
め
用
の
テ
ー
プ
や
ス
リ
ッ

プ
防
止
マ
ッ
ト
を
浴
槽
の
底
面
に

固
定
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
ト
イ
レ
）

ト
イ
レ
は
よ
く
利
用
す
る
わ
り

に
は
、
そ
の
位
置
、
あ
る
い
は
ド

ア
や
便
器
な
ど
が
使
い
に
く
く
、

お
と
し
よ
り
に
は
あ
ん
が
い
不
便

な
も
の
を
の
で
す
。
ま
た
暗
く
て

寒
い
と
い
う
の
も
苦
痛
で
す
か
ら
、

不
安
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

①
手
す
り
は
き
き
手
側
に
つ
け
る

手
す
り
は
便
座
に
座
っ
た
位
置

で
、
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ

う
○

②
温
水
温
風
洗
浄
便
座
を
有
効
に

用
便
後
の
あ
と
始
末
で
よ
ろ
け

て
転
倒
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

温
水
温
風
洗
浄
便
座
を
設
置
す
る

と
、
あ
と
始
末
に
便
利
で
す
。

③
補
助
用
腰
掛
け
便
座
で
踏
み
は

ず
し
を
な
く
す

和
風
便
器
は
、
後
方
に
踏
み
は

ず
す
可
能
性
が
あ
り
、
危
険
で
す
。

上
か
ら
か
ぶ
せ
る
タ
イ
プ
の
補
助

用
腰
掛
け
式
便
座
を
設
置
し
て
、

洋
式
ト
イ
レ
に
替
え
る
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

④
入
口
の
段
差
も
な
く
し
ま
し
ょ

⑤
ド
ア
の
カ
ギ
は
外
か
ら
も
あ
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
外
開
き
に

ロ
ッ
ク
を
し
て
も
外
か
ら
カ
ギ

を
あ
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
な
か

で
高
齢
者
が
倒
れ
た
と
き
、
せ
ま

い
内
開
き
で
は
ド
ア
が
あ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

⑥
ト
イ
レ
は
同
じ
階
で
寝
室
の
そ

ば
が
一
手

夜
間
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
転
倒

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を

予
防
す
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も

同
じ
階
に
ト
イ
レ
を
置
い
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

（
台
所
）

台
所
は
勝
手
口
が
あ
っ
た
り
、

食
品
や
食
器
棚
、
作
業
台
を
ど
が

置
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
物
の
多

い
場
所
で
す
。
し
か
も
食
事
の
支

度
を
し
を
が
ら
、
電
話
に
出
た
り
、

玄
関
に
行
っ
た
り
と
他
の
用
事
も

し
ま
す
か
ら
、
動
き
や
す
く
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

①
勝
手
口
の
段
差
の
切
れ
こ
み
を

な
く
そ
う

②
踏
み
台
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
っ
か

り
と使

い
を
れ
た
踏
み
台
で
も
、
し

っ
か
り
し
て
い
る
か
日
頃
か
ら
チ

ェ
ッ
ク
を
。

③
収
納
は
手
の
届
く
範
囲
に

収
納
ス
ペ
ー
ス
は
、
か
ら
だ
を

か
が
め
た
り
、
背
の
び
を
し
を
く

て
も
物
の
出
し
入
れ
が
で
き
る
よ

う
に
。
踏
み
台
を
使
っ
て
踏
み
は

ず
し
て
転
倒
す
る
ケ
ー
ス
も
意
外

と
多
い
か
ら
で
す
。

（居間）
家
族
団
ら
ん
の
場
、
そ
れ
が
居

間
で
す
。
家
の
を
か
で
も
、
も
っ

と
も
”
楽
し
い
部
屋
〝
で
あ
る
の

で
家
具
類
が
い
っ
ぱ
い
。
電
化
製

品
の
コ
ー
ド
や
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

は
し
、
そ
れ
と
床
に
置
い
た
小
物

類
を
ど
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
配

慮
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

①
通
り
道
に
コ
ー
ド
は
駄
目

コ
タ
ツ
の
コ
ー
ド
を
ど
が
人
の

通
る
床
の
上
を
横
切
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
一
～
二
c
m
の
段
差
が
い
ち
ば
ん

つ
ま
ず
き
や
す
い
。

廊
下
と
居
間
の
間
口
、
敷
居
を

ど
に
よ
る
わ
ず
か
な
段
差
が
あ
る

場
合
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
低
い

ほ
う
の
床
面
を
上
げ
た
り
、
角
を

と
っ
た
く
さ
び
材
を
ど
で
段
差
を

な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
床
は
整
理
整
頓

座
布
団
、
新
聞
紙
、
ス
リ
ッ
パ

を
ど
を
通
り
道
に
置
か
を
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
整
理
整
頓
を
よ

く
し
て
、
床
面
を
で
き
る
だ
け
オ

ー
プ
ン
に
し
て
お
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

④
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
は
し
を
き
ち
ん

とカ
ー
ペ
ッ
ト
の
は
し
が
き
ち
ん

と
床
に
つ
い
て
い
ま
す
か
。
じ
ゅ

う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
の
は
し

が
盛
り
上
が
っ
た
り
め
く
れ
た
り

し
を
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め

る
住
ま
い
の
安
全
づ
く
り
を
書
い

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
を
か
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
少
し
の
注
意
で
転
倒

を
防
ぎ
、
ね
た
き
り
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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本
　
四
福
羅
恵
美
子
4
1
歳

福
田
俊
夫
宅

本
　
二
坂
本
　
敏
明
6
9
歳
鶴
柴
宅

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

日
の
話
山
中
　
麻
衣

小
　
原
谷
口
宗
一
郎

久
　
連
高
野
麻
美
子

美
　
用
下
尾
　
純
平

日
の
譜
坂
口
　
　
推

武
　
庫
日
野
尾
早
紀

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

直
美
二
女

義
人
長
男

敏
幸
長
女

拓
広
長
男

正
彦
長
女

泰
司
長
女

う
　
餌

配

　

乱
r
L9月中寄託分

中井什篠松天大竹
笹上本田本野橋内

順哲好正幸忠美睦
子治江彦子雄子裕
）　　　　　　　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）

北
九
州
市

佐
川
か
ら

吉
原

米
子
市
か
ら

小
江
尾

日
野
町
か
ら

大
河
原

安
来
市
か
ら

□
香
典
返
し
と
し
て

日
の
詰
　
　
岡
本
　
　
司
　
様

（
父
〓
一
三
様
ご
逝
去
）

本
　
二
　
　
建
井
　
昭
夫
　
様

（
妻
愛
子
様
ご
逝
去
）

本
　
四
　
　
福
羅
　
修
二
　
様

資格取得講座問係の

苦情あとをたたず

県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
る
苦
情
・
問
い
合
わ
せ
の

う
ち
、
毎
月
ト
ッ
プ
に
あ
が
る
の

が
「
資
格
取
得
静
座
」
及
び
「
資

格
関
連
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

そ
の
手
口
は
、
職
場
に
何
度
も

電
話
を
か
け
て
、
し
つ
こ
く
勧
誘

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
中
に
は
、

過
去
に
何
か
の
資
格
取
得
講
座
を

契
約
し
た
人
に
対
し
て
、
以
前
の

受
講
契
約
を
タ
テ
に
「
継
続
す
る

怒
ら
0
0
数
万
円
、
抹
消
す
る
を
ら

2
0
数
万
円
払
え
。
」
と
電
話
で
請
求

し
て
く
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
新
た
な
契
約

を
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
う
い
う
悪

質
な
業
者
が
い
る
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
適
用
が
な
い
の
で

「
解
約
は
困
難
」
と
心
得
て
、
必

要
が
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
断
わ

り
、
し
つ
こ
い
電
話
に
対
し
て
は

先
に
切
る
勇
気
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
興
味
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
て

も
、
事
実
を
確
認
す
る
ま
で
は
応

諾
し
を
い
こ
と
で
す
。

業
者
の
軌
許
は
、
大
変
し
っ
こ

く
断
わ
り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
電
話
勧
誘
に
は
十
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

新
　
二
　
　
上
代
　
賢
人
　
様

（
妻
恵
美
子
様
ご
逝
去
）
　
　
本

第248号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

日
の
詰
岡
本
一
二
三
7

9
歳
司
宅

本
二
建
井
愛
子
5
9
歳
昭
夫
宅

本
　
二
　
　
坂
本
　
弘
美
　
様

（
父
敏
明
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

池
の
内
　
　
加
藤
　
拘
紀
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

佐
　
川
　
　
森
田
　
喜
代
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
　
藤
原
　
隆
明
　
様

（
二
男
敏
樹
様
退
院
）

宮
　
市

小
江
尾

貝

　

田

本
　
五

貝

　

田

（
長
男
勢
至
様
退
院
）

小
林
　
厚
子
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

後
　
　
栄
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

宇
田
川
義
明
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
田
　
成
弘
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

川
端
　
　
直
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

遠
藤
　
　
功
　
様

（
長
男
貴
志
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
八
月
末
累
計
額

一
、
三
四
五
、
一
五
五
円

2
、
九
月
中
寄
託
額

二
二
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
九
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
九
月
末
累
計
額

一
、
五
七
〇
、
一
五
五
円

平成3年11月開設
人権、行政、心配ごと相談所
と　き11月13日（水

午前9時～正午
ところ　江府町山村開発センター

相談員　安江久夫人権擁護委員
野口　是人権擁護委員

．
◎
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